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はじめに 


NAS (Network Attached Storage) は、既存環境に対する変更を加えることなく、大規模ストレージシ 
ステムを提供するネットワーク接続型ストレージに特化したアプライアンスサーパーです。 

一般的に NAS は導入が容易です。ネットワーク管理や OS に関する広範な知識がなくとも使用するこ 
とができ、通常管理業務はクライアントからリモートデスクトップ経由で行なうことができます。ユーザ 
一は NAS をネットワークに接続して電源を投入し、最小限のセットアップ作業を行なうだけで運用を開 
始することができます。 

管理者ガイドは、以下の二部で構成されています。【概要編】または【詳細編】のみに記載している内容 
もございますので、各ガイドの目次を参考にして、目的に応じて参照してください。 

• 管理者ガイド【概要編】（本書） 

iStorage NS を使用するための基本的でかつ一般的な手順について説明しています。 

• 管理者ガイド【詳細編】 

概要編よりも詳細な設定方法について説明しています。 

管理者ガイドは改版される場合があります。以下の Web ページを参照し、表紙の日付とリビジョンを確 
認して最新版をダウンロードしてください。 

http://support.express.nec.co.ip/care/user/adminquide.html (2010 年 9 月 10 日現在 j 
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【重要 】 iStorage NS シリーズは 、 Microsoft Windows Storage Server 2008を使用して作 

成されたファイルサーバー専用機です。標準の Windows サーバーとは 違い、 ファ 
イルサーバー以外でのご利用はできませんのでご注意く ださい。 

V ノノ 
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導入の流れ 


iStorage NS を導入する際は、以下の流れに従います。 



1.1 初期設定を行う 

1.2 管理 PC からリモートデスクトップで接続する 

1.3 ボリュームを作成する 

1.4 ユーザー、グループを作成する 
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iStorage NS の共有領域を管理する 

_ 

3.1 アクセス権を管理する 

3.2 ディスク使用状況のレポートを作成する 
3.3 複数サーバーの共有フォルダを統合する 
3.4 ディスクスペースを有効活用する 

5.1 ネットワーク上のプリンタを使う 

V_ ) 
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iStorage NS を運用する 


4.1 データ/システムを保護する 
4.2 データ/システムを復旧する 
4.3 簡易的に性能をチューニングする 
4.4 システムを監視する 
4.5 障害を未然に防止する 

V_ ) 
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iStorage NS の運用設定を行う 


1 iStorage NS の運用設定を行う 


♦ 初期設定を行う 

コンピュータ名、 IP アドレス等を設定します 

♦ 管理 PC からリモートデスクトップで接続する 

管理 PC にインストールしたリモートデスクトップ接続を使用して iStorage NS に接続する手 
順を説明します 

♦ ボリュームを作成する 

iStorage NS 上にボリュームを作成する手順と注意事項を記載します 

♦ ューザー、 グループを作成する 

iStorage NS 上にユーザー、グループを作成する手順と注意事項を記載します 
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iStorage NS の運用設定を行う 


1.1 初期設定を行う 

iStorage NS シリーズの初期設定には、専用の初期設定ツールを使用します。管理 PC ( Windows 2000/ 
Windows 2003/ Windows 2003 R 2 / Windows 2008/ Windows 2008 R 2 / Windows XP / Windows Vista / 
Windows 7) に、装置添付の EXPRESSBUILDER をセットして初期設定ツールを起動し、コンピュータ 
名、 IP アドレスを設定した後、リモートデスクトップで iStorage NS にログオンして、参加するドメイン 
や管理者のパスワードの変更等を行います。 


1.1.1 LAN 運用環境 


初期設定を開始する前に、以下の LAN の 運用に ついての 情報を、ネットワーク管理者とご相談の上決定 
してください。 


•ネットワークへの接続形態（ワークグループとして接続するか、既存のドメインに参加するか) 
. IP アドレスの設定方式 （DHC P サーバーを使用するかどうか） 

• コンピュータ名 
• ワークグループ名 
• 管理者のパスワード 

• IP アドレスとマスク値 （ IP アドレスを直接指定する場合） 

• デフォルトゲートウェイ （ IP アドレスを直接指定する場合） 

.DNS サーバーの IP アドレス （DNS サーバーを 直接指定する場合） 
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iStorage NS の運用設定を行う 


1.1.2 初期設定ツールを使用する 


前述の【1.1.1 LAN 運用環境】に記載した情報を基に、以下の手順で初期設定を行ってください。 


/ 【注意】 


IP アドレスとサブネツトマスクは、初期設定およびリモートデスクトツプ接続を 
行う管理 PC ( Windows マシン）と同じネットワークアドレスになるよう設定し 
てください。 


同ーネットワーク上で複数の iStorage NS を初期設定する場合は、1台ずつ起 
動して初期設定を行い、初期設定完了後に次の1台を起動してください。 
初期設定で使用できる LAN ポートは1ポートのみです。スタートアップガイドを 
参照してケーブルを接続してください。 



出荷時には初期設定ツールで使用するポートは開いた状態になっています。 
初期設定後に、後述する手順に従つてポートを閉じてください。 



1 .iStorage NS の電源を 〇 N にし、管理 PC の光ディスクドライブに、 「 EXPRESSBUILDER 」 CD-ROM 

をセットします。オートラン機能によりメニューが自動的に表示されます。 






【補足】表示されない場合は、一度光ディスクドライブから 「 EXPRESSBUILDER 」 CD-ROM 
をイジェクトし、再度セツトしてください。 


V 
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iStorage NS の運用設定を行う 


2. [ソフトウェアをセットアップする]をクリックして、表示されたメニューから[初期設定 ツール ] を 
クリックします。 


EXPRESS BUILDER 


NE ^- EXPRESSBUILDER 

^ 

Menu Items 

I © ドキュメントを読む 

〇 ケエアを切トアップする—— コ 


3. 初回のみ、[ご確認]画面が表示されます。装置添付の使用許諾契約書をご一読の上、 [0 K ] ボタンを 
クリックします。 
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〖Storage NS の運用設定を行う 


4. 初期設定が必要なサーバーを検出するために、[開始]ボタンをクリックします。 



対象となるサーバーが、初期設定ツール画面内の[サーバーのコンピュータ名]欄に"未設定"と表示され 
ます。••未設定"のサーバーが検出されましたら、[停止]ボタンをクリックして自動発見を停止後、[終了]ボ 
タンをクリックして自動発見を終了させます。なお、対象となるサーバーの 0 S が起動するまでには、構 
成によって、20〜30分かかる場合があります。30分経っても検出できない場合は、再度[開始]ボタンを 
クリックしてください。 
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iStorage NS の運用設定を行う 


5. "未設定”のサーバーのリモートデスクトップ起動の表示が「確認中」から「可」に変わった場合は、 
リモートデスクトップによる接続が可能なため、"未設定”のサーバーを選択し、[リモートデスクト 
ップの起動]をクリックして [1.1.3 iStorage NS にログオン する 】に進んでください。「不可」に変わ 
つた場合は、"未設定”のサーバーを選択し、[設定変更]ボタンをクリックします。 



6. コンピュータ名、 IP アドレス、サブネットマスクを入力して[適用]ボタンをクリックします。 
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〖Storage NS の運用設定を行う 


7. 設定変更を確認するウィンドウが表示されたら、 [0 K ] ボタンをクリックします。サーバー設定の変 
更が始まり、サーバー設定状況の内容が順次更新されます。 

8. 完了メッセージが表示されたら、 [0 K ] ボタンをクリックします。 



以上で、本装置の初期設定が完了し、リモートデスクトップ接続で管理できる状態になりました。 


1.1.3 iStorage NS にログオンする 

1. 管理 pc でリモートデスクトップを起動します。 

2. 接続先に本装置のコンピュータ名をまたは IP アドレスを入力します。 

3. ユーザー名に 「 administrator 」 を入力し、次にパスワードを入力して [0 K ] ボタンをクリックします。 

【補足】パスワードはあらかじめ設定されています。装置添付のスタートアップガイドを参照 
してください。 

V J 
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iStorage NS の運用設定を行う 


1.1.4 管理者のパスワードを変更する 

administrator のパ スワー ドは出荷時にあらかじめ設定されていますが、本装置のセキ ュリ テイを保つため 
に必ず変更してください。 

1. スタートボタンをクリックし、 [ Windows セキュリテイ]をクリックします。 

2. [パスワードの 変更]をクリックします。 


3. [古いパスワード]、[新しいパスワード]、[パスワードの確認入力]にそれぞれ入力して 
リックします。 


をク 


4. [パスワードが 変更されました]と表示されますので、 [ OK ] ボタンをクリックします。 


r 


V 


【注意】 • パスワードの有効期限は初期設定では42日になっておりますので、お客様のポ 
リシーに合わせて適宜変更してください。 

• パスワードの文字数は6文字以上である必要があります。また、パスワードに 
は、英大文字、英小文字、数字、アルファべット以外の文字の4つの種類のう 
ち3つの種類が使用されていなければなりません。 




J 
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iStorage NS の運用設定を行う 


1.1.5 初期設定 ツール 用のポートを閉じる 

出荷時には初期設定ツールで使用するポートが開かれた状態になっています。初期設定後には以下の手順 
でポートを閉じてください。 

1. [初期構成タスク]画面の[初期設定ツール使用ポートの閉鎖]をタリックします。 

/ \ 

【補足】[初期構成タスク]画面を閉じた場合、または[ログオン時にこのウインドウを表示し 

ない]のチェックを無効にした場合は、以下の方法で[初期構成タスク]画面を再表 
示することができます。 

. [スタート]—[検索の 開始]欄に oobe と 入力して Enter キーを 押下す る 

V J 

2. 以下のメッセージが表示されたら、[はい]ボタンをクリックします。 



3. 以下のメッセージが表示されたら、 [0 K ] ボタンをクリックします。 


[~B iStraeu isv_portoff 


xj 



初期設定 ツールのポー トを閉じました。 


OK 
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iStorage NS の運用設定を行う 


1.1.6 日付と時刻を設定する 

日時が自動更新の環境でない場合は設定してください。 

1. [初期構成タスク]画面の[タイムゾーンの設定]をクリックします。 


初期《成タスク 


i 


このサ-バ-のネ刀期構成を行う(こは次の5スりを実行します 


@ コンピュー 5 情幸 g の提供 


歧 コンピュ-夕 fl 


安 タイム、ノーン®設定 (2) 1 

タイムソーン： 

(GMT+09 ： 00) 大阪、札傾、東京 


- V * ネットワークの構成⑻ 

□一カルエリア格•侯： 

接続されていません 



□一カルエリア接接 2: 

192.168 .1.2. IPv6 (有効) 


lA コンピュータ名とドメインの入力 (D 

フルコンビ:1ータ名： 

FILESV2 



ワーウグルーブ: 

WORKGROUP 


このサーバーを 更新 



Windows サ_ 

»、 自觔更新とフィードパックを有幼にする (E) 

更新： 

橘成されていません 



フィードパ，ヶ 

Windows I ラー報告を無幼(こする 




カスタマ I クスペリ;!:ンス向上ブロクラム(こ#加しない 

夕:' 更新プログラムのタウン□ードとインストル① 

更新ブロ a ラムの最終 確 IS 日時： 

なし 



更新ブログラムのインストール日時: 

なし 


このサーバーの カス 5 マイズ 


H 

サ'■パ'-の力. 
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iStorage NS の運用設定を行う 


2. [日付と時刻]タブの[日付と時刻の変更]ボタンをクリックします。 



3. 日付と時刻を合わせて [ OK ] ボタンをクリックします。日付と時刻のプロパティ画面を閉じます。 
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iStorage NS の運用設定を行う 


1.1.7 コンピュータ名/ドメインを設定する 

1. [初期構成タスク]画面の [コンピュータ 名とドメインの入力]をタリックします。 



@コンピュー5情幸 S の提供 


m コンピュ-«! 


タイムゾーンの設定 (2) 


タイムソーン 

(GMT+09：00) 大阪、札根、東京 

^ ネットワ-クの構成 (N) 


□一カルエリア播糕： 

□一カルエリア接候之 

接続されていません 

192.168 .1.2. IPv6 (有効) 

Jk コンピュータ名とドメイン①入力 (D 


フルコンピュータ名： 

ワーククルー ブ： 

FILESV2 

WORKGROUP 

このサーバーを 更新 


|^J Windows サ. 

自觔更新とフィードパックを有効(こする (£) 

更新: 

フィードパ，ヶ 

構成されていません 

Windows I ラ'-報告を無効(こする 

カスタマエクスペリエンス向上ブ□クラムに参加しない 

二) 更新プログラムのタウン□ードとインスト-ル (P 

更新ブロヴラムの最終確認日時： 
更新ブログラムのインストール日時: 

なし 

なし 

このサーバーの カス 5 マイズ 



サ'■パ'■の力. 


ぬ Tk .. 
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iStorage NS の運用設定を行う 


2. [変更]ボタンをクリックし、コンピュータ名、参加するワークグループ/ドメインを指定して [0 K ] ボ 
タンをクリックします。 



3. [ Windows セキュリティ]画面が表示されたら、ワークグループ/ドメイン参加に関して権限のあるユ 
ーザー名とパスワードを入力し、 [0 K ] ボタンをクリックします。 


Windows セキュリティ 


] ンビュータ名 / ドメイン名®変更 

ド少 r >( こ参加するためのアクセス許可のあるアカウントの名前とパスワードを入力して 
くださ tv 


1 


domain2008¥administrator 

1 

1- 




ドメイン: domain 2008 




OK 


キャンセル 




13 







































iStorage NS の運用設定を行う 


4. 以下のメッセージが表示されたら、 [0 K ] ボタンをクリックします。 



5. 以下のメッセージが表示されたら、 [0 K ] ボタンをクリックします。 


コンビュータ名/ド:*イン名®変更 


0 これら®変更を連用す Sttt 、 fe 使い®コンビ: L 一夕を再起 
劫する七、要があります 

再起動) する前に、^3いているファイルを保存して、すべて①ブ□ヴ 
ラムを閉じてくださ U 

001 


6. [閉じる]ボタンをクリックしてシステムのプロパティ画面を閉じます。以下の画面が表示されたら、 
[今すぐ再起動する]ボタンをクリックして iStorage NS を再起動します。 
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iStorage NS の運用設定を行う 


1.2 管理 PC からリモートデスクトップで接続する 

リモートデスクトップとは、管理 PC からネットワークを経由して iStorage NS にログオンし、 ユーザー 作 
成や共有などの設定を行うことができる機能です。 

以下に、リモートデスクトップを使用する接続手順を記載します。 

1. 管理 PC で [ スタート]—[ファイル 名を指定して実行]を選択し、[名前]欄に “ mstsc ” と入力し 
て [ OK ] ボタンをクリックします。 



2. [ コンピュータ】 に、接続する iStorage NS の コンピュータ 名または IP アドレスを入力して[接続] 
ボタンをクリックします。 



3. 管理者権限のあるアカウントのユーザー名とパスワードでログオンします。 
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iStorage NS の運用設定を行う 


4. ログオン後、[管理者 メニュー] と [サーバーマネージャ] が起動します。 


^ -^ 

【注意】リモートデスクトップで iStorage NS にログオンできるのは、管理者権限を持つユー 

ザーのみです。また同時接続可能なのは2セッションまでです。 


1 . 2 . 1 管理者メニュー 

ログオンすると管理者メニューが自動起動します。 

管理者メニューでは、管理者が良く使う機能を簡単に起動することができます。 


奶音理者メニュー 


-[□J X 


全般 


众： 

エクスプ□'■ラ 

エクスブロ'-ラを起勅できます。 


コマソドづ口 V づ卜 

コマンドプロンプトを起觔できます。 


ベイ'ノト 

ベイントを起動できます。 


メモ帳 

メモ帳を起勅できます。 


コンビュータ©管理 

コンビュータの f 理を起勅できます。 


シス亍ム 

コンビュ '-夕のブロパティを確認できます。 


Windows ヘルプとサポート 

Windows ヘルプとサボートを起動できます。 



役割/機能 


共有と記憤域の管理 

SMB 共有、 NFS 共有を官理できます。 

iise.o マネージャ 

FTP 共有を菅理できます。 

HS7.0 マネーフャ 

HTTP 共有を f 理できます。 

NFS 用サービス 

NFS サーバー を f 理できます。 

ADSIX ディタ 

NFS の D マッピングを確認できます。 

ファイルサーバーリソースマネージャ 

記憶域の容星制限、拡張子制限、使用状況確認等ができま 
す。 

イ V デ v クスのオプション 

ファイル検索を高速化するため®インデックスを f 理できます。 

DFS の管理 

分敗ファイルシステムを f 理できます。 

印别の管理 

ブリント サーバーを 菅理できます。 


jd 


※管理者メニューは、デスクトップのショートカットからも起動できます。 
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iStorage NS の運用設定を行う 


1.3 ボリュームを作成する 

iStorage NS では、機種によってユーザーボリュームが作成されていない場合があり、その場合はボリュ 
ームを作成する必要があります。また、ユーザーボリュームでシャドウコピーとデフラグを同時に行う場 
合は、事前にユーザーボリュームを作成しなおす必要があります。 

【補足】ユーザーボリュームにシャドウコピーを作成し、さらにデフラグを行う場合は、ボリュ 
ーム作成時にアロケーションユニットサイズを 16 KB 以上にする必要があります。 

J 

ここでは、シャドウコピーとデフラグを同時に行うために以下の設定内容で NTFS ファイルシステムのボ 
リュームを作成する手順について説明します。 


設定項目 

設定内容 

ドライブ文字 

D 

アロケー シヨンユニッ トサイズ 

16 KB 


1. 管理者 メニューの[ディスクの管理]をクリックします。 
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iStorage NS の運用設定を行う 


2. 未割り当て領域を右クリックし、[新しいシンプルボリューム]をクリックします。 

3. ウイザードが表示されるので、[次へ]ボタンをクリックします。 

4. 作成するボリュームのサイズを指定し、[次へ]ボタンをクリックする。 



5. ドライブ文字に“ D” を指定し、[次へ]ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の運用設定を行う 


6. [アロケーションユニット サイズ]に “16 k ” を指定し、 [次へ] ボタンをクリックします。 



7. 設定内容が正しいことを確認し、[完了】ボタンをクリックします。 



フォーマットが完了すると、状態が[正常]に変わります。 
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iStorage NS の運用設定を行う 


1.4 ユーザー、グループを 作成する 

1.4.1 ローカルユーザーを作成する 


クライアント PC から iStorage NS にアクセスした場合には、ユーザー認証が行われます。 iStorage NS 
とクライアント PC がドメインに参加している場合は、ドメインコントローラが認証を行うため、 
iStorage NS 上にユーザーを作成する必要はありませんが、 iStorage NS がワークグループの場合は、 
iStorage NS 上にユーザーを作成し、そのユーザーを指定してクライアントから接続することになります。 
なお、クライアント PC と iStorage NS でユーザー名/パスワードを合わせておくと、認証画面を表示 
することなくアクセスが可能です。 


r 


【注意】 


V 


パスワードの有効期限は初期設定では42日になっておりますので、お客様の 
ポリシーに合わせて適宜変更してください。 

パスワードの文字数は6文字以上である必要があります。また、パスワードに 
は、英大文字、英小文字、数字、アルファべット以外の文字の4つの種類のう 


ち3つの種類が使用されていなければなりません。 

J 


ここでは、以下の設定内容でユーザーを作成する手順について説明します。 


設定項目 

設定内容 

ユーザー 名 

t-yamada 

フルネ' ー ム 

任意 

説明 

任意 

パスワード 

任意 
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iStorage NS の運用設定を行う 


1. 管理者 メニューの[ローカルユーザーとグループ] をクリックします。 



2. [ユーザー] を右クリックし、[新しい ユーザー] をクリックします。 

3. ユーザー名等を指定し、[作成]ボタンをクリックします。 



ユーザー名 (y): |t-yamada 


フルネ - ム (E): ft-yamada 

説明必 |総務部メンバ I 


パスワ-ド ( E ): [♦♦♦♦♦♦♦拳 

パスワ'-ドの確151入力 ( Q ): !•••••••• _ 

W ユーザーは次回的オン時にパスワード©変更が必要 ( M ) 

「ュ-ザーはパスワ-ドを変更で'きない⑤ 
r パスワ-ドを無期限にする ㈣ 

r アカウントを無幼【こす!)⑻ 


ヘルブ (a) 

作成 (£) 

PJbs(o) 
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iStorage NS の運用設定を行う 


クライアントからユーザーパスワードを変更するには、以下の手順で行います。 

1. クライアント PC で、 [ Ctrl + Alt + Del ] を押下します。 

2. [パスワードの 変更]ボタンをクリックします。 

3. 変更内容を下記の表を元に入力して [0 K ] ボタンをクリックします。 


項目名 

入力内容 

ユーザー 名 

パスワードを変更するューザー名 

ログオン先 

iStorage NS のコンピュータ 名※ 

古いパスワード 

変更前のパスワード 

新しいパスワード 

新たに設定するパスワード 

新しいパスワード（確認入力） 

新たに設定するパスワードの再入力 


※コンピュータ 名は キーボー ドより入力してください。 
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1.4.2 ローカルグループを 作成する 

ここでは、以下の設定で iStorage NS 上に ローカルグループを 作成し、 ローカルユーザーを 参加させる手 
順について記載します。 


設定項目 

設定内容 

グループ名 

soumu-g 

説明 

任意 

所属するメンバ 

t-yamada 


1. 管理者メニューの『ローカルユーザーとグループ] をクリックします。 


热音理者メニュー 


診断 


欠 

ィぺノ ト K ■ューァ 

イベントログを確認できます。 


信親性とパフォーマンスモニタ 

性能情報の採取や確認ができます。 


Windows タスクマネージャ 

親 

デバイスマネージャ 

n ードウエアの状態を確認できます。 


システム情報 

システム情報を確認できます。 



構成 


* 

欠 

Windows Update 

更斩ブログラムをインストールできます。 



ブログラムを菅理できます。 



ユーザーとグループを官理できます。 



サービスを管理できます。 


タスクスケジューラ 

タスクのスクジュールを菅理できます。 


ネットワーク接続 

ネットワークを管理できます。 


日付と時刻 

日付と時刻を IS 定できます。 


Windows ファイア ウ オー ル 

ファイアウォールを官理できます。 


1 Z キュリティが強化された Windows ファイ 

ァウォール 

ファイアウォールの詳細な菅理ができます。 


ローカルセキュリティボリシー 

t キュリ亍ィポリシーを菅理でぎます。 


ESMPRO/Server Agent 

サーバー菅理の通報や監視を設定でぎます。 
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iStorage NS の運用設定を行う 


2. [グループ] を右クリックし、[新しい グループ] をクリックします。 

3. グループ名、説明を入力し、[追加]ボタンをクリックします。 



4. [ユーザー の選択】画面が表示されるので、[選択するオブジェク ト 名を入力してください]の欄に 
追加する ユーザーを 入力して[名前の確認]ボタンをクリックします。 

確認後、 [0 K ] ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の運用設定を行う 


5. [所属するメンバ]に追加したユーザーが表示されていることを確認して[作成]ボタンをクリック 
します。 



6. [閉じる]ボタンをクリックしてウインドウを閉じます。 
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iStorage NS の共有領域を作る 


2 iStorage NS の共有領域を作る 


♦ 共有を作成する 

[共有と記憶域の管理]画面から[共有の準備]ウイザードを起動して、 SMB 共有、 NFS 共有、 
ファイルサ'ー バ ーリソ'ースマネ'ージャのクォ'ータ、ファイルスクリ ' ーンを設定する手順を記載し 
ます 

♦ Windows クライアントからアクセスする 

iStorage NS 上に SMB 共有を作成する手順を記載します 

f \ 

【注意】 Windows Storage Server 2008では、共有フォルダに対する Windows 98、 
Windows Me 、 またはそれ以前のオペレーティングシステムからの 
ファイル操作をサポートしておりません。 

♦ UNIX クライアントからアクセスする 

iStorage NS 上に NFS 共有を作成する手順を記載します 

♦ FTP クライアントからアクセスする 

iStorage NS 上に FTP 共有を作成する手順を記載します 

♦ Web クライアントからアクセスする 

iStorage NS 上に HTTP ( Web ) 共有を作成する手順を記載します 
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iStorage NS の共有領域を作る 


2.1 共有を作成する 

iStorage NS では、[共有と記憶域の管理]から[共有の準備]ウィザードを起動し、以下の共有に関連する 
設定を1度で完了できるようになっています。 

• SMB 共有 

• NFS 共有 

• ファイルサーバーリソースマネージャのクォータ 
• ファイルスクリーン 

• DFS 名前空間に共有を公開 

FTP 共有の作成については、本書の [2.4 FTP クライアントからァクセス する 】を、 HTTP ( Web ) 共有 
の作成については、本書の [2.5 Web クライァントからァクセス する 】を参照してください。 

ここでは、以下の設定内容で共有フォルダを作成する手順を説明します。 


【SMB 共有】 


設定項目 

設定内容 

共有するフォルダ 

D:¥soumu 

NTFS アクセス許可 

administrator フルコントロール 

所有者フルコントロール 

soumu-g 変更 

Users 読み取り専用 

SMB の共有名 

soumu 

ユーザー 数制限 

制限しない 

アクセスベースの列挙 

有効にする 

キヤッシユの設定 

デフォルト設定 


[NFS 共有】 


設定項目 

設定内容 

NFS の共有名 

u-soumu 

エンコード 

EUC-JP 

アクセス許可 

読み取り • 書き込み 

ルートアクセスを許可する 

有効 
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iStorage NS の共有領域を作る 


1. 管理者 メニューの [共有と記憶域の管理]をクリックします。 



2. [操作]ペインの[共有の準備]をクリックします。 


5 S 共有と記馆域©管理 


7： ファイル (£) 棵作⑻表示⑻ウィンドウ(巡）ペルプ (ti) 

令 峰 I&II3I& 


( u - mM 共有と記《域®音理（□一カル) 


共有|ボリューム| 
4 f 固のエントリ 



共有名 

ブロトコル 

□一カルパス 

」クォータ 

日ブ□卜: U レ: SMB (4 アイテム） 


ADMINS 

SMB 

C：¥Windows 



C $ 

SMB 

C ：¥ 



D $ 

SMB 

D ：¥ 


系 

IPC $ 

SMB 




-iffj I 


棵作 

共有と記馆域 ( D 管理（□一カル) 

別のコンピュータへ掊梡~ 

^記悄域の準備... 

，:共有の準備. •• 1 

セッションの音理... 

P 月いているファイルの管理... 
NFS 橘成の編集... 

表示 

ここから新しいウィンドウ 
^最新の情報に更新 
B ヘルプ 
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iStorage NS の共有領域を作る 


3. [場所]に共有フォルダのパスを指定し、 [次へ] ボタンをクリックします。 



4. [はい、 NTFS アクセス許可を変更します]を選択し、[アクセス許可の編集]をクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を作る 


アウれス制御トアウセス許玎の註細^•砉沄しま才^' 


キャンセル 


適用⑻ 


6. [選択するオブジェクト名を入力してください]に “ soumu - g ” と入力し、[名前の確認]ボタンをク 
リックします。名前が確認されたら [ OK ] ボタンをクリックします。 


ーザーまたは a ルーブ ® s 択 


オブジ I クトの種類を逞択してく妓い⑤: 


FILES VI ¥ soumu-g 


Jjxj 


I ユーザー、ヴ几ープまたはビ7レトインセキュリティブリンシパル 

埸所を指定してください (D 
| FILESV 1 

逞択 t るオブジ I クト名を入力してくださ 0® D (£): 


オブジ I 外の種類(0)... 


埸所 ( L )... ^I 


名前®確$(〇) 


詳細設定 (£).. 


キャンセル 


フルコントロ-ル 
変更 

親み取りと実行 

フォルダコンテンツの 一 M 表示 

義売み取り 


5. [追加]ポタンをクリックします。 


sou mu ©アクセス许可 


セキュリティ| 

クルーブ名または:^ザー名 ( Q ): 


^CREATOR OWNER 


SYSTEM 

Administrators ( FILESV 1¥ Administrators ) 

Users ( FILESV 1¥ Users ) 

I 追加(0)... 則除 ( B ) 

CREATOR OWNER のアクセス i 午可 

( P ) 許可 拒否 


JJ1 二 

□ □□□□ 

nnnnn 
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iStorage NS の共有領域を作る 


フル]ント□-ル 
変更 

转み取りと実行 

フォルダコンテンツの一覧表示 

_売み取り 


特殊なアクセス許可または詳細設定を表示するには、 [ 
詳細設定]をクリックしてくた‘さい。 

ア勹ヤス釗御トァりヤス許玎註細を丢■■ま寸。 


詳細設定⑻ 


キやンセル 


適用⑻ 


8. [詳細設定]ボタンをクリックします。 


7. 追加した “ soumu - g ” で"変更”の許可を有効にして[適用]ボタンをクリックします。 


sou mu (D アクセス許可 


セキュリティ| 

グルーブ名またはユーザー名(鉍 
^CREATOR OWNER 
絶 SYSTEM 

8^ Admin istrators (FIL ES VI ¥ Admin istrators) 

技 soumu-g (FILESVI ¥soumu-g) 

^ Users (FILESVl¥Users) 

追加(0)... I 則除 (B) | 

soumu-g のアクセス許可 (£) 許可 拒否 


1こ 

□ □□□□ 

□MIIH 0 III 
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iStorage NS の共有領域を作る 


Admin istrators (FIL ES VI ¥ Ad - •フル]ント □ ー ル 
soumu-g (FILESVI ¥ soumu - g ) 変更 
CREATOR OWNER 特殊 

SYSTEM フル]ントロール 


Users (FILES VI ¥ Users ) 


Users (FILES VI ¥ Users ) 


_ 売み取りと実行 


く継承なし〉 
く継承なし〉 
く継承なし〉 
く継承なし〉 

く維承なし〉 


このフォルダ、サブフォルダおよび… 
このフォルダ、サブフォルダおよび… 
サブフォルダとファイルのみ 
このフォルダ、サブフォルダおよ U … 


このフオルタとサブフオルタ 


このフォルダ、サブフォルダおよ U ... 


追加 ( P )... _ _編集_ _ 則除 ( B ) 


[ r このオブジ I クトの親からの維承可能なアクセス I 午可を含める (p I 


アりセス i 午可丁_ント 1 仙爸珣 


OK J キャンセル」_適用⑻_ 


10. 以下のダイアログボックスが表示されたら、 [コピー] ボタンをクリックします。 


Windows セキュリティ 


こ®オブションを逞択すると、子オブジ I 外に適用される親®アクセス i 午可が、このオブジ : n 
外に対しては適用されなくなります。 

-今までは親からこのオブジ I クト(こ対して適用されていたアクセス許可：:ントリを]ピーする 
には、 D ピー]をクリックして傲い。 

-今までは親から適用されていたアクセス許可エントリを則除して、ここで•定_されているア 
MZ 7 J 午可のみを f 呆持 tS (こは、則除]をクリックしてくださ U 

-こ伽荣作を中止するには、[キャンセル]をクリックしてくださ U 
r ゴピニ ©— I _ 則除®」_キャンセル 


9. [このオブジェクトの親からの継承可能なアクセス許可を含める]のチェックを無効にします。 


sou mu ( D セキュリティの PSi 設定 


アクセス許可|所有者| 

アクセス許可エントリの詳細を表示または編集する(こは、エントリを逞択してから、圈集]をクリックしてください。 

アクセス許可エントリ ( D : 

ran 雨 I アクセス I 午可 rii ^ I 適用先 


Mia 115 MIO 1=0 jmm 1110 
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Administrators ( FILESV 1¥ Ad _. フル]ント□ール く紐!承なし〉 

soumu-g (FILES VI ¥ soumu - g ) 変更 く維承なし〉 

CREATOR OWNER 特殊 く相!承なし〉 

RY=：TFM _ -?JL n s yl-n — IL _ く針 hlrfal •> 


このフォルタ、サブフォルタおよ U ... 
このフォルダ、サブフォルダおよび.. 
サブフォルダとファイルのみ 
rvimiLtf jt-y-7^jL^j：7V 


Users thlLtbVl¥Users ； 


巨冗办月 !.:. りご丢 1_7 


し |. りノオルフフオル ：， KU 


_追加0)…_編集 (£)... _|_則除 (fi) 

r このオブジェクトの親からの維承可能なアクセス許可を含める (D 
アり乜ス許 可 T ノトリの爸理 



0 K 

キャンセル 

適用⑻ 




12. [0 K ] ボタンをクリックしてアクセス許可画面を閉じ、 [次へ] ボタンをクリックします。 


11. [アクセス許可エントリ]欄から [ Users ( FILESV 1¥ Users )] の“特殊，’エントリを削除し、 [0 K ] ボ 
タンをクリックします。 


sou mu のセキュリティ①譯 J ■設定 


アクセス許可|所有者I 

アクセス許可エントリの詳細を表示または編集するには、Iントリを逞択してから、關集]をクリックしてください。 

アクセス許可エントリ (D: 

ran ~ IアクセスI午可 I継承元 「！臟 


Users ( FILESV 1¥ Users ) 


く継承なし〉 


このフオルタ.とサブフオルタ. 


「口「〇「。 

午午午 

115 =5 …〇 
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13. [ SMB ] と [ NFS ] のチェックボックスを有効にし、それぞれの共有名を入力して [次へ] ボタンをク 
リックします。 


_ 共有フォルダ©準值〇イザ H 


^ M ブロト = u レ 

ス^9ブ： 

共有フオルタ'の埸所 

NTFS アクセス許可 

：!ーザーがこの共有フォルダぺのアクセスに使用するプロト]ルを逞択します。 

[P7 SMB(S)| 

共有ブロトコル 

共有名 (H): 


|soumu 

SMB アクセス許可 

共有パス (E): 

NFS アクセス許可 

|¥¥FILESV1¥soumu 


クオ'-タポリシー 

[R NFS(F) 1 

フ7イルスクリーンポリシー 

共有名 

DFS 名前空間ベの発行 

lu - soumu | 

設定の確認と共有の作成 

共有パス (B): 

確認 

| FIL ES VI : /u-soumu 


く前へ )WN)> I キャンセル』 


14. [説明]欄に必要に応じて入力し、[詳細設定]ボタンをクリックします。 
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15. [アクセスベースの列挙を有効にする]を有効にし、 [0 K ] ボタンをクリックします。 



16. [次へ] ボタンをクリックします。 
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17. [ユーザーと グループはカスタムの共有のアクセス許可を 持つ] を選択し、[アクセス 許可] ボタン 
をクリックします。 



18. Everyone に " フルコントロール”の “許可’’ の アクセス権を設定し、 [0 K ] ボタンをクリックします。 
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19. [次へ] ボタンをクリックします。 

20. [クライアントグループとホストのアクセス許可]11の、” ALL MACHINES ” を選択し、[編集]ボタン 
をクリックします。 



21. エンコード、 アクセス許可の設定を行い、 [ OK ] ボタンをクリックします。 
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22. [次へ]ボタンをクリックします。 

23. この共有フォルダで、フォルダ単位のクォータを設定する場合は、[クォータの適用]のチェックボ 
ックスを有効にし、テンプレートを選択して[次へ]ボタンをクリックします。 
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24. この共有フォルダで、拡張子によるファイルスクリーニングを行う場合は、[ファイルスクリーンの 
適用]のチェックボックスを有効にし、テンプレートを選択して[次へ]ボタンをクリックします。 



25. この共有フォルダを既存の DFS 名前空間に追加する場合は、必要に応じて設定を行い、[次へ]ボ 
タンをクリックします。 

26. 設定内容を確認し、正しい場合は[作成]ボタンをクリックします。 
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27. 正しく設定が完了した場合は、以下のように表示されます。[閉じる]ボタンをクリックします。 
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2.2 Windows クライアントからアクセスする 

ここでは NET USE コマンドを使用してアクセスする方法について記載します。 


1. クライアント PC で コマンド プロンプトを起動します。 


2. 以下の構文でコマンドを入力して Enter キーを押下します。 


net use <ドライブ:>¥¥<コンピュータ名または IP アドレス>¥<共有名> 

例えば、以下のコマンドを実行すると、コンピュータ名： RLESV 1 の共有名： soumu が、クライ 
アント PC の G ドライブに割り当てられます。 

net use g : ¥¥ filesv 1 ¥soumu 


- ^ 

【注意】 管理 pc でログオンしている ユーザー 名とパスワードが、 ドメインコントロー 

ラや iStorage NS に登録されているユーザーと異なる場合は、ユーザー名とパ 
スワードの入力を要求されますので、画面の指示に従って入力してください。 


3. コマンド正常終了のメッセージが表示されたら、コマンドプロンプトを閉じます。 

クライアント PC のマイコンピュータまたはエクスプローラに、項番 2 で指定したドライブが追加されて 
います。このドライブを開くことで共有領域にアクセス可能です。 
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2.3 UNIX クライアントからアクセスする 

UNIX クライアントから NFS プロトコルを使用して iStorage NS 上の共有フォルダにアクセスすること 
ができます。複数の UNIX クライアントから iStorage NS 上の共有フォルダにアクセスする場合は、 NIS 
サーバーを使用し、 UNIX と Windows ユーザー/グループをマッピングします。 

また、 iStorage NS がドメインに参加している場合は、 Server for NIS を利用することで、ドメインコント 
ローラ 上での ユーザー 管理が容易になります。 

詳しくは、【 管理者 ガイド（詳細編） 2.2UNIX クライアントからアクセス する 】を参照してください。 

ここでは、ドメイン環境において、 Windows Server 2008 のドメイン コントローラ 上に NIS ドメインが 
構成されている環境での、 NFS 共有のアクセスについて説明します。 


2.3.1 ID マッピングソリューションを選択する 

1. 管理者メニューから[共有と記憶域の管理]を起動し、操作ペインの [NFS 構成の編集]をクリッ 
クします。 


共有と 記馆域の音理 


■ inlxi 

ファイル (£) 棵作⑻表示⑼ 

ウィンドウ ㈣ ヘルブ⑻ 



-IsM 

佘峰 IlHl Qlffl 


共有と記馆域の音理（ローカル） 

1 嫌 作 


1 共有 1 ポリ:!-ム 1 

共有と記馆域の苷理（□一カル） 

▲ 



4 獅エントリ 


SIJ のコンピュータへ接続.- 




共有名 1プ□トコル ローカルパス_ L クォータ 


記悄域©準備... 




日 ブ□卜: UkSMB (4 アイテム） 


也 共有の準備... 




^ ADMINS SMB C：¥Windows 


セッションの管理… 




炒 C $ SMB C ：¥ 


閉いているファイルの管理... 




掛 D $ SMB D ：¥ 


NFS 橘成の編集... 



^ IPC $ SMB 


表示 

► 





ここから新しいウィンドウ 






最新の情報に更新 






Q ヘルブ 
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2. 右ペインの[旧マッピング ウイザード]を選択します。 



3. ID マッピングセットアップウイザードが起動しますので、 [ID マッピングソリューションを使用す 
る]を選択し 、 [Active Directory から ID マッピングを取得する]を選択します。 


•LID マ9ビングセ9トア9ブウィザード 


^ J ID マツ'ノリ1ーシヨン 


ス^9ブ： 

id ノヴソリューション 
Active Directoiy ドメイン 

設定の確認および ID マツ ピンク 
の播成 

確誌 


Network File System (NFS: 用 Microsoft サーヒスでは、 ID マツピンヴを使用することによ0、 
UNIX のユーザーおよ U クルーブが Windows ベースの共有リソースにアクセスで•ぎるようにし 
ます。 

NFS 用 Microsoft サービスでは、 Active Directory f )\ 該当する UNIX スタイルの ID 届性 
およ 1) ユーザー名マツピンクがスキーマ(こ含まれている場合は、互換性のあるディレ外リサ 
ービスから ID マツピンクを取得 t ることができます。 

ID マツピンクを使用しない NFS 用 Microsoft サービスの橘成を逞択すると、ユーザーは 
NFS リソース(こ匿名で•のみアクセスすることができます。 


^ ID マッ ピンク •ゾ J ユーン ヨンを使用寸る (§} 

P Active Drectory から ID マッ ビンヴを取得する:推奨巡} 
「 ユーザー 名マッピングから ID マッ ピンクを取 f 寻する ( U ) 
「ID マツ ピンク V リューシヨンを使用しない迎 


^JnjxJ 


詳細(こついては、 I ID マツピンクソリューションを足_する」 を参;^してくだ？0。 

次へ (N) > I キャンセル」 
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4. [Active Directory ドメインまたは互換性のあるデイレクトリサービス]欄に、ドメイン名を入力しま 
す。 



5. 確認の画面が表示されますので、 [0 K ] ボタンを押下し、ウイザードを終了します。 
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2.3.2 UNIX クライアントからアクセスする 


ここでは、 UNIX の管理 ユーザー による NFS フォルダのマウントおよび UNIX ユーザーでの アクセス方 
法について説明します。 


(T 


【注意】 UNIX ユーザーでのマウント方法については別途 mount コマンドをご確認く 
ださい。 






1. UNIX クライアント側の管理ユーザーで以下のコマンドを実行します。 

mount -t nfs [iStorage サーバーの IP ア ドレス]: [NFS サーバーの共有フォルダ][マウントポイント] 

2. UNIX クライアント側の ユーザーで 1. のマウントポイントへ移動します。 

cd マウントポイント 
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2.4 FTP クライアントからアクセスする 

2.4.1 FTP サービスを起動する 

FTP サービスは出荷時には停止状態になっています。以下の手順でサービスを開始してください。 

1. 管理者メニューの[サービス]をクリックします。 


|〖邱音理者メこユー 


-!□! x || 



診断 


欠 

1 ィぺ'ノト K ュ-ァ 

イベントログを確認できます0 



1 信親性とパフォーマ'ノスモニタ 

性能情報の採取や確認ができます。 



1 Windows タスクマネージャ 



I デバイスマネージャ 

ハードウエアの状態を確認できます。 



| シス亍ム情報一 

システム情報を確認できます。 

-— 1 : 


構成 


—— 二- 

欠 


Windows Update 

更斩ブログラムをインストールできます。 



ブログラムと機能 

ブログラムを菅理できます。 



ーザーとグルーブ 

ユーザーとグルーブを f 理できます。 




サービスを菅理できます。 



ィジ ュづ 

タスクのスケジュールを菅理できます。 



ネットワーク接続 

ネットワークを管理できます。 



日付と時釗 

日付と時刻を設定できます。 



Windows ファイアウォール 

ファイアウォールを管理できます。 



セキュリティが強化された Windows ファイ 

ァウォール 

ファイアウォールの詳細な菅理ができます。 


— 

ローカルセキュリティポリシー 

t キュリテイボリシーを菅理できます。 



ESMPRO/Server Agent 

サーバー菅理の通報や監視を設定できます。 
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2. [サービス] 画面の [FTP Publishing Service ] をダブルクリックし、 [スター トアップの種阔を"自 
動”に変更して[適用]ボタンをクリックします。 



3. [開始]ボタンをクリックしてサービスを開始し、 [0 K ] ボタンをクリックします。 
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2.4.2 FTP 共有を作成する 

FTP 共有の設定は、 [インターネットインフォメーションサービス ( IIS 6.0) マネージャ] から行います。こ 
こでは 、 Default FTP Site に以下の設定内容で FTP 共有を作成する手順を説明します。 


設定項目 

設定内容 

サーバー 名 

FILESV 1 

エイリァス 

soumu 

ノ 《ス 

D:¥soumu 

次のアクセス許可を与える 

読み取り、書き込み 


1. 管理者 メニューの [ IIS 6.0 マネージャ] をクリックします。 


音理者メ こ: L 一 


-!□! 

x | 




▲ 

全般 


众 1 



エクスプローラ 

エクスブローラを起觔できます。 





コマ V ドブロソヴト 

コマンドブロンブト雄觔できます。 





ベイ'ノト 

ベイントを起勅できます。 





メモ 帳 

メモ帳を起勅できます。 





コンピュータの 管理 

コンビュータの菅理を起觔できます。 





システム 

コンビュータのブロパティを確認でぎます。 





Windows ヘルブとサボート 

Windows ヘルプとサポートを起勅できます。 









役割/機能 







SMB 共有、 NFS 共有を菅理できます。 




[ 


FTP 共有を菅理できます。 





1187.0 マネー フャ 

HTTP 共有を菅理できます。 





NFS 用サービス 

NFS サーバ'-を菅理できます。 





ADSIX ディタ 

NFS の 1D マッピングを確認できます。 





ファイルサーバーリソースマネージャ 

1 己憶域の容垦制限、拡張子制限、使用状況確認等がでぎま 





す。 





インデックス■のオブシ ☆ 

ファイル栈索を高速化するためのインデックスを f 理できます。 




DFS の首理 

分敗ファイルシステムを菅理できます。 





印刷の管理 

プリ'ノトサーバーを菅理できます。 




1 




2. fFILESVI (ローカルコンピュータ)]— [FTP サイト] を展開します。 
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3. [Default FTP Site ] を右クリックし、[新規作成]—[仮想デイレクトリ]をクリックします。 


1 

インターネ 9ト インフォメーシヨン サ ービス （ ns ) 6 . 0 マネージャ 


r 9 ファイル ( F ) 棟作 ( A ) 表示( V )ウィンドウ⑽ ヘル ブ ( H ) 

令 峰 1 X 0 1 

Q 圃 1 E 1 



インターィ、ットイシノォメーシヨン 

Q §1 FILESV 1 (□一カルコンピユ 
日 」 FTP サイト 


名前 


丁パス 


このビューに表示する項目はありません。 


I クス ブローラ ( E ) 

閉⑽ 

アクセス許可 (D 
参照 ( B ) 


姶 ( S ) 

f 亭止 ( P ) 

一 B 寺停止 (《 

|新規作成 ( N ) ►] 

FTP サイ KF )." 

FTP ++^ k 《つ，メ 11.11 

すべてのスク 00 ^ 


ここから新しいウィンドウ⑽ 


wJSTAvyrT 


則除 ( D ) 


4. [仮想ディレクトリの作成ウイザード]が起動したら、 [次へ】 ボタンをクリックします。 


5. エイリアスを入力し、 [次へ] ボタンをクリックします。 
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6. 共有フォルダのパスを指定し、 [次へ] ボタンをクリックします。 



7. “読み取り”と“書き込み”のチェックボックスを有効にし、 [次へ] ボタンをクリックします。 


仮想ディレクトリの作成ウィザード 


仮想ディレりトリのアクセス許^! 

この仮想ディレクトリ(こアクセス許可を設定します。 


) 欠のアクセス i 午可を与える: 
P 謗み•取り ( E ) 

17齡込纖 


D 欠べ]をクリックしてウイザ'-ドを完了します。 


く戻る ( g ) J ) WN ) > ] キゃンセル 
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8. [完了]ボタンをクリックします。 

f \ 

【注意】デフォルトでは匿名アクセスが許可されます。匿名アクセスを無効にしてアクセス時 
に必ずユーザー認証を行う場合は、共有を作成する FTP サイトのプロパティで[匿名接 
続を許可する]を無効にしてください。 


2.4.3 FTP クライアントからアクセスする 

FTP 共有へのアクセスには、 FTP クライアントソフトウェアを使用します。アクセスの方法については、 
各ソフトウェアの使用方法に従ってください。例えば、 Windows クライントで FTP コマンドを実行する 
には、コマンドプロンプトを開き、以下のコマンドを実行することで FTP アクセスが可能です。 


ftp ciStorage NS の IP アドレスまたはコンピュータ名> 
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2.5 Web クライアントからアクセスする 

HTTP (Web) 共有は、 [ インターネットインフォメーションサービス (IIS) マネージャ ] から設定を行い ま 
す。ここでは、以下の設定で HTTP (Web) 共有を設定する手順を説明します。 


設定項目 

設定内容 

コンピュータ名 

FILESV1 

Web サイトのパス 

D:¥WebDAV Shared 

ポート 番号 

15000 

エイリアス 

soumu 

共有の物理パス 

D:¥ soumu 

言忍証方法 

Windows 認証 

WebDAV 認証 

All Content 

All Users に Read / Write 
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2.5.1 新規サイトを作成し、 WebDAV と認証方法を設定する 

1. 管理者メニューの [ IIS 7.0 マネージャ] をクリックします。 


蹄 音理者メ ニ： I 一 


全般 


-Ini x 


エクスプローラ 
コマソドブロソづ卜 

ペイント 

メモ帳 

コンピュータの管理 

システム 

Windows ヘルプとサポート 


エクスプローラを起觔できます。 

コマンドブロンブトを起觔できます。 

ベイントを起勅できます。 

メモ帳を起勅できます。 

コンピュータの菅理を起動できます。 

コンビュータのブロパティを確認でぎます。 
Windows ヘルプとサポートを起動できます。 


役割/機能 

0 

共有と 記 憤域の管理 

SMB 共有、 NFS 共有を管理できます。 


FTP 共有を菅理できます。 

1187 0 マネーフャ 

HTTP 共有を官理できます。 


NFS サーバーを 菅理できます。 

ADSIX ディタ 

NFS の 1 D マッピングを確認できます。 

ファイルサーバーリソースマネージャ 

記憶域の容垦制限、拡張子制限、使用状況確認等ができま 
す。 

インデ v クスのオブシヨ V 

ファイル桟索摘速化するためのインデックスを菅理できます。 

DFS の*^理 

分敗ファイルシステムを菅理できます。 

印刷の管理 

ブリントサーバーを菅理でぎます。 


2. [ FILESV 1(< ログオンしたユーザー 名〉)]— [サイト]を展開します。 


インターネ5トインフォメーションサービス （ ns ) マネージャ 



… ⑴ Ibf , 

:ノ 佐 - Lh-V K-'j 

I 

〇 FILES VI ( FILESV 1 ¥Admir 

q アブリケーシヨンブール 
<4 FTP サ仆 

3…』 サ仆 

由.. 分 WebRDP Site 


% FILES VI ホーム 

クルーブ化：領域 ▼匿 


ns 




HTTP 応答へッ IPv 4 アドレスお MIME 
ター よ U ドメインの... 
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3. [サイト]を右クリックし、 [ Web サイトの追加]をクリックします。 


インターネ9トインフォメーシ3ンサービス （ ns ) マネージャ 


㈱ S 


► FILESV1► 


hi I — I 狄 

ち スタ-トペ-ジ 


白… •層 FILESV1 (FILESV1¥Adi 

アブリケーシヨンブつ I 
:% FTP サ仆 

日 :,ぃ ■サ仆①追加 


g ^« FILES VI ホーム 

ル-プ化：領域 * 閱， 


ns 


最新の悄報に更新 ( R ) 


1 よ 3 






コンテンツヒ'ユーに切り替え 


V- 


サり t 1 正明ディレ 键リの参 ハンドラ 产 


4. 必要項目を設定し、 [ OKI ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を作る 


5. 作成した Web サイトをクリックし、中央ウインドウの [WebDAV Authoring ] をダブルクリックし 
ます。 


、官インターネ 9 トインフォメーションサー E ス （ ns ) ス 

? ネ 

ージ V 

㈱ 

^ ^ ► FILES VI ►サイト ► Shared Folders ► 

ファイル (£) 表示 ㈤ ヘルブ (b) 




r -^3 スタ'•卜ぺ - ジ 

白… 令 FILES VI (FILESVI¥Administr 
アプリケーンヨンブ'■ル 
!••••% FTP サ仆 
白… 函 サイト 

田 • _ 

田' -湯 WebRDP 


Shared Folders 


9 


Shared holders ホーム 


ク.ル'■ブ化：領域 

，國， 

ns 






HTTP 応答へッ IPv4 アドレスお 

MIME の種類 


よ卿インの... 


Jkk 

404 

攀 I 

WebDAV 

エラーページ 

ディレクトリの参/ 

Author in... 


BS 


6. [操作]ペインの [Enable WevDAV ] をクリックします。 


インターネ9トインフォメーションサービス （ ns ) マネージャ 






► FILESV1 ► サイト ► Shared Folders 


贿 


•▼Idlfi I 铁 


スタ'-トペ-ジ 
日 S FILESV1 (FILESV1¥Admin 
\ -Q アプリケーションブール 
FTP サ仆 
サィト 

參 Shared Folders 
由 分 WebRDP Site 


\AfebDAV Authoring Rules 


Use this feature to specify rules for authorizing users to 
access content. 

Path| Users| Roles 


辺 


菅告 


(| | The WebDAV feature 
disabled. 


樣作 


Add Authoring Rule... 
I Enable WebDAV J 

WebDAV Settings... 

@ ヘルプ 

オンラインベルブ 
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〖Storage NS の共有領域を作る 


7. [操作]ペインの [Add Authoring Rule ] をクリックし、” All Users ” 、” Read ” 、” Write ” を有効にして 

[〇 K ] ボタンをクリックします。 
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〖Storage NS の共有領域を作る 


8. 作成した Web サイトをクリックし、中央ウインドウの[認証]をダブルクリックします。 


インターネ9トインフォメーションサービス （DS) マネー:^ 


© る H ► FILESV1 


サイト ► Shared Folders 




% スタ-トペ-ジ 

^ FILESVl (FILESV1¥Ad 
アブリケーシヨンプづ 1 
FTP サ仆 
白…サイト 
L 分 

由 分 WebRDP Site 


Sharea Folaers 


Shared Folders ホーム 

クループ化：領域 ▼ 閻， 


ns 


^ か 

溫觉 MIME の種 

錢） ffl _ 


HTT ^ IPv 4 7 S 眶赚 


免 


SSL 設定 


m 


WebDAV エラーべ'-ジディレクトリの参ハンドラ マツ ピン 


BS 




41 

B 


〇 

モジュ'■■ル 

ログ記嫌 

圧縮 

既定のドキユメ 
ント 

1 — k 

が 




出カキャッシュ 

承謅規則 

mi 



9. “ Windows 認証”を選択し、[操作]ペインの[有効にする]をクリックします。また、同様の手順で、 
匿名認証”を無効にします。 


インターネ9トインフォメーシ3ンサービス （ ns ) マネージャ 



► FILESVl ► サイト ► Shared Folders ► 



接袋 


■■■■ 


零3スタ' - トベ' - ; 

白… FILESVl (FILESVl ¥ Admin 

: . ^アプリケーションプール 

唣 FTP サ仆 
. a サ仆 

分 Shared Folders 
由 « WebRDP Site 




認証 


i ). ルー ブ化: グルーブ 化なし 


T 


タイジ I スト EE 
基本^ 1 E 
医名ゐ正 


無幼 
無幼 
有効 




HTTP 401 チやレンジ 


HTTP 401 チやレンジ 
HTTP 401 チやレンジ 


揉作 


■有効に する | _ 
@ ヘルプ 

オンラインベルプ 
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iStorage NS の共有領域を作る 


2.5.2 Web 共有を作成する 

1. 共有を設定する Web サイトを右クリックし、[仮想デイレクトリの追加]をクリックします。 


インターネ9トインフォメーションサービス （ ns ) マネージャ 


©© 15 


► FILES VI ►サイト ► Shared Folders 




r% ストトペ-ジ 

&..S FILESV1 (FILESV1¥Admin 
!••… 0 アブリケーンヨンプール 
]■■■■%, FTP サイト 
白… ca サイト 


田.. 分 WebRDP Site 


9 


Snared Folders 汴 


i)’ ルーブ化：領域 

▼ 

ns 





i クスプ□ーラ 
アクセス i 午可の編集.. 


アプリケーションの追力 D.. 


hL 仮想ディレクトリの逅加.. 


Mil 


I ： 


パインド©編集.. 


2. エイリアスと物理パスを指定し、[〇 K ] ボタンをクリックします。 
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〖Storage NS の共有領域を作る 


3. 作成した共有 “ soumu ” をクリックし、中央ウインドウの [WebDAV Authoring ] をダブルクリック 
します。 

4. “All users ” 、 “ Read ， Write ” と表示されていることを確認します。 


インターネ9トインフォメーションサービス （ ns ) マネージャ 


, ► FILESV 1 


►サイト ► Shared Folders 


蝝 ， Ulfifi I 蛱 


r -^|| スタートぺ'■ジ 

日… FILESV 1 ( FILESV 1 ¥Admin 
!… M アブリケ-シヨンプ-ル 

i .... % ftp サイト 
4(2 サイト 

白. 分 Shared Folders 
产 _ sou mu 

由 ■.分 WebRDP Site 


3 


\AfebDAV Authoring Rules 


Use this feature to specify rules for authorizing users to 
access content . 


Path 

Users 

Roles Access 


El 

All users 

Read . WHte 

I 


樣作 


A . 

W 

❹へ 

才 
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iStorage NS の共有領域を作る 


2.5.3 クライアントからアクセスする 


iStorage NS 上の HTTP (Web) 共有へアクセスするには、 WebDAV に対応したクライアントソフトウェ 
アを使用します。アクセスの方法については、各ソフトウェアの使用方法に従ってください。 

例えば、 Windows Vista でネットワークドライブの割り当て時に、以下のように HTTP (Web) 共有の URL 
(例 http://<iStorage NS のコンピュータ名 >:< ポート番号 >/<HTTP 共有名 >) を指定することでアクセス 
が可能です。 


y ネットワークドライブの割り当て 

劃り当てるネットワークフォノレダを逞択してください • 

接授するフオノ 1/ダと使用するドライブ文宇を指定してください: 



ドライブ但)： Z : ▼ 

フォノ 1/^(2): http :// filesvl :15000 /soumu ▼ 参闱⑹… 

例： ¥¥ server¥share 
囝 □クオン時に再接拷する⑻ 

君なるユーザー 名 で 接持します。 

f キュ心 卜と 画# の 保存に使用する Web サイ トに 掊挎します: 


完了 ( E ) _ キ VXZ ル 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3 iStorage NS の共有領域を管理する 


♦ アクセス権を管理する 

SMB 、 NFS などの共有のアクセス権を設定.変更する手順について説明します 

♦ ディスク使用状況のレポートを作成する 

記憶域レポート機能を使用して iStorage NS のディスクの使用状況をレポートとして配信しま 
す 

♦ 複数サーバーの共有フォルダを統合する 

DFS を使用して複数サーバーの共有を1台のサーバー配下に統合し、共有フォルダへのアクセ 
スの簡素化を図ります 

♦ ディスクスペースを有効活用する 

SIS を使用して同ーボリューム内の重複するファイルを1つにまとめることでデイスクスペー 
スを節約できます 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3.1 ァクセス権を管理する 

3.1.1SMB 共有のアクセス権を管理する 

SMB 共有のアクセス権には、共有レベルのアクセス権とファイルシステムレベルのアクセス権があります。 
共有レベルのアクセス権はネットワークアクセス時に適用されるアクセス権で、ファイルシステムのアク 
セス権は、共有フォルダ内のフォルダやファイルに適用されるアクセス権です。この 2 つのアクセス制御 
を組み合わせることで、細やかなアクセス制御を行うことができます。 

例えば、共有フォルダやファイルに対し、グループ A のユーザーにはフルコントロールの許可を与え、グ 
ループ B のユーザーはフォルダやファイルを開くことしかできない（読み取りのみ）などという設定もで 
きます。 


3.1.1.1 共有レベルのアクセス許可 

以下の表では、アクセス許可の レベル ごとに可能な操作を記載しています。 


アクセス許可 

許可する内容 

フルコントロール 

すべての変更許可に加え、アクセス許可の変更 (NTFS ファ イ 

ルおよびフォルダのみ） 

変更 

すべての読み取り許可に加え、ファイルとサブフォルダの追 

カロ、ファイル内容の変更、サブフォルダとファイルの削除 

読み取り 

ファイル名とサブフォルダ名の表示、ファイルデータの表示、 

プログラムの実行 


SMB 共有の設定は、サーバーマネージャの[共有と記憶域の管理]で、ウイザードを使用して NFS 共有 
やクォータの設定などと同時に行うことができます。共有レベルのアクセス権の設定については、本書の 
【2.1 共有を作成す る】 を参照してください。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3.1.1. 2ファイルシステムレベルのアクセス許可 

以下の表で、アクセス許可のレベルごとに可能な操作を記載します。 


アクセス許可 

許可する内容 

フルコントロール 

変更の許可に加え、サブフォルダとファイルの削除、アクセス許可の 

変更、所有権の取得 

変更 

フォルダのスキヤンとファイルの実行、フォルダの一覧/データの読 

み取り、属性の読み取り、拡張属性の読み取り、ファイルの作成/デ 

一夕の書き込み、フォルダの作成/データの追加、属性の書き込み、拡 

張属14の書き込み、削除、ァクセス許可の読み取り、同期 

読み取りと実行 

フォルダのスキヤンとファイルの実行、フォルダの一覧/データの読 

み取り、属性の読み取り、拡張属性の読み取り、アクセス許可の読み 

取り、同期 

フオルダの内容の一'覧表示 

フォルダのスキヤンとファイルの実行、フォルダの一覧/データの読 

み取り、属性の読み取り、拡張属性の読み取り、アクセス許可の読み 

取り、同期 

読み取り 

フォルダの一覧/データの読み取り、属性の読み取り、拡張属性の読 

み取り、アクセス許可の読み取り、同期 

書き込み 

ファイルの作成/データの書き込み、フォルダの作成/データの追 

力口、属性の書き込み、拡張属性の書き込み、ァクセス許可の読み取り、 

同期 


3.1.1.2.1. ファイルシステムレベルのアクセス権を設定する 

ファイルシステムレベルのアクセス権は、[共有と記憶域の管理]で共有を作成する際に同時に設定するこ 
とができます。詳細は本書の [2.1 共有を作成す る 】 を参照してください。 

ここでは、既存の共有に、以下の設定内容でアクセス権を追加する手順を説明します。 



設定内容 

共有フォルダ 

soumu 

アクセス許可 

eigyo - g グループ：変更 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


1. 管理者 メニューの [共有と記憶域の管理]をクリックします。 


龄音理者メニュー 


| 全般 0] 

エクスプローラ 

エクスプローラを起動で•きます。 


コマ'ノドブロソヴト 

コマンドブロンプト雄觔できます。 


ペイ'ノト 

ベイ'ノトを起勅できます。 


メモ 帳 

メモ帳を起觔できます。 


コンピュータの 管理 

コンビュータの菅理を起勅できます。 


システム 

コ'ノビュータのブロパティを確認できます。 


Windows ヘルプとサポート 

Windows ヘルプとサポートを起動できます。 

_1 

役割/機能 


欠 


SMB 共有、 NFS 共有を官理できます。 



FTP 共有を菅理できます。 


HS7.0 マネージャ 

HTTP 共有を菅理できます。 


NFS 用サービス 

NFS サーバーを菅理できます。 


ADSIX ディタ 

NFS の D マッピングを確認できます。 


ファイルサーバーリソースマネージャ 

記惜域の容昼制限、拡張子制限、使用状況確認等ができま 


す。 


イワデック又のオヴシ3 V 

ファイル桟索摘速化するためのインデックスを菅理できます。 

DFS の管理 

分敗ファイルシステムを菅理できます。 


印別の首理 

ブリントサーパーを f 理できます。 




2. 設定を変更する共有をダブルクリックします。 


I サーバ'-マネージャ 


ファイル (£) 棵作⑻表示⑻ヘルプ⑻ 


令 峰 I 3 圃 I _ 

▲ サーバ'-マネージャ (FILESV1) 

日碁，役割 

田* 5 ? Active Directory ライ hOl- 
田 DHCP サーバー 
田条 Web サーバー （US) 

日.ファイルサ'■ビス 
田、 

田^ DFS の管理 
a f--i 印刷サービス 

或機能 

e !■ im 

田 _ 橘成 
e 記 m 域 


共有と記《域の音理 


共有|ボリユ-ム| 

6個のエントリ 






j 共有名 

プロトコル 

□一カルパス 

クォータファイル... 

1シゃドウ...空き領域 


日 ブ□卜:！;レ SMB (5 アイテム） 


勢 ADMINS 

SMB 

C：¥Windows 


34 J 0 GB 


^ C $ 

SMB 

C ：¥ 


34 DGB 


势 D $ 

SMB 

D ：¥ 


558 GB 


IPC 彳 

SMB 



- 

[ 

BJ sou mu 

SMB 

d：¥soumu 

砂 j £| 

100 D MB 


日 ブ□卜: U レ NFS (1 アイテム） 


¢5 keiri 

NFS 

d：¥soumu 


100 JO MB 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


フルコントル 
変更 

i 売み取りと実行 
フオルコンテンツの一 K 表示 
i 売み取り 


siim 溫 ■ 謹通は “ 


d 

詳細設定 (y) 


ア勹トス制御トアり乜ス i 午可の註紬奋表示しま尤 


3. [アクセス許可]タブを選択し、 [ NTFS アクセス許可]ボタンをクリックします。 



4. [追加]ボタンをクリックします。 


sou mu のアクセス許可 


セキュリティ j 

クルーブ名またはユーザー名 ( Q ): 


fJICREATOR OWNER 

St SYSTEM 


soumu-g (FILESVI¥soumu-g) 


Si Administrators (FIL ES VI ¥ Administrators) 


St Users (FILESV1¥Users) 


追加®... 

則除 (B) | 


CREATOR OWNER のアクセス許可 

(P) 許可 拒否 


0 K ] キゃンセル一適用 (6) 」 


□ □□□□ 

nnnnn 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


誇办取りと芙 fT 

フォルダコンテンツの一 M 表示 
■売み取り 


d 


■ im ス溫まし灑 f 定を表示概[ 


アり栌ス制御トアウ乜ス i 牛註細を表 tttU まも 


キやンセル 


適用⑻ 


[ OKI ボタンをクリックしてプロパティ画面を閉じます。 


關設定 ㈤ 


5. [選択するオブジェクト名を入力してください]に “ eigyo - g ” と入力し、[名前の確認]ホタンをクリ 
ックします。名前が確認されたら、 [0 K ] ボタンをクリックします。 



6. “変更”の“許可”のチェックボックスを有効にし、 [0 K ] ボタンをクリックします。 


soumu ©アクセス許可 


セキュリティ I 

クルーブ名またはユーザー名(设 


絶 CREATOR OWNER ▲ 

地 e igyo-g (FIL ESV1 ¥e igyo-g) 

SYSTEM 


— 

^ soumu-g ( FILESV 1 ¥ soumu - g ) 



jlL 


1 H 


追加 ®... 

則除 (E) 

e igyo-g のアク tZTJ 午可 (E) 

許可 

拒否 

フルコントロール 

CL- 

n a 


[変更 i 0 ; □ 


unn 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3.1.2 NFS 共有のアクセス権を管理する 

NFS 共有の共有レベルのアクセス権は UNIX クライアントマシンに対し、読み取りを許可するか、読み 
取り/書き込みを許可するか、 UNIX の root ユーザーのアクセスを許可するかの設定になります。 
ここでの設定については、本書の [2.1 共有を作成す る 】の項番20までを実行し、以下の画面で行いま 
す。 



• マシンアクセス許可について 

UNIX クライアントマシンごとにアクセス許可を設定する場合は、上記の画面より[追加]ボ 
タンをクリックし、 IP アドレス、またはコンピュータ名で選択して[アクセス権の種類]を 
指定します。設定後は、 [0 K ] ボタンをクリックします。 








【注意】マシンアクセス許可を設定すると [ALL MACHINES ] が[アクセス無し]に 
なります。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


• UNIX の root ユーザーのアクセス許可について 

UNIX の root ユーザーを NFS 共有にアクセスさせる場合は、上記の画面より、許可したい 
UNIX クライアントマシンを選択して[ルートアクセスを許可する]のチェックを有効にし 
ます。設定後は [0K] ボタンをクリックします。 


-1 

【注意】 root ユーザーのマッピングは必ず行ってください。 

v? — i) 


アクセス制御の詳細については【 管理者 ガイド（詳細編） 2.2 UNIX クライアントからアクセス する 】を参 
照してください。 


3.1.3 FTP 共有のアクセス権を管理する 

FTP 共有の共有レベルのアクセス制御は、ユーザーに読み取りのみを許可するか、書き込みを許可するか 
のいずれかです。ファイルシステムレベルのアクセス許可 (NTFS アクセス許可）を組み合わせることで、 
特定のユーザーやグループのメンバに個別にアクセス権を設定することもできます。ファイルシステムレ 
ベルのアクセス権の設定手順およびアクセス許可のレベルについては、本書の [3.1.1 SMB 共有のアクセ 
ス権を管理す る 】を参照してください。 

共有アクセス権の設定手順については、本書の 【 2.4 FTP クライアントからアクセス する 】を参照してく 
ださい。 

3.1.4 HTTP 共有のアクセス権を管理する 

HTTP (Web) 共有の共有レベルのアクセス制御は、ユーザーに読み取りのみを許可するか、書き込みを許 
可するかのいずれかです。 WebDAV のアクセス制御で、特定のユーザーやグループのメンバに個別にアク 
セス権を設定することができます。また、ファイルシステムレベルのアクセス制御も使用します。ファイ 
ルシステムレベルのアクセス権の設定手順およびアクセス許可のレベルについては、本書の 【 3.1.1 SMB 共 
有のアクセス権を管理す る 】を参照してください。 

アクセス権の設定手順については、本書の [2.5 Web クライアントからアクセス する 】を参照してくださ 

い。 
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3.2 ディスク使用状況のレポートを作成する 

ディスク使用状況のレポートにはスケジュールによる定期的な出力と手動による出力の2通りがあります。 
ここでは、手動で出力する手順に ついて 説明します。 

スケジュールによる定期的な出力に ついては 【 管理者 ガイド（詳細編） 3.4 ディスク使用状況のレポート 
を作成す る】を参照してください。 


1. 管理者 メニューの [ ファイルサーバーリソースマネージャ ] をクリックします。 

-ini x| 


喷管理者:*二：^ 


役割/機能 


共有と記值域の管理 

11S6.0 マネージャ 

ns 7 0 マネ-^フャ 

NFS 用 サービス 

ADSIX ディタ 


全般 



エクスプローラ 

エクスブローラを起勅できます0 


コマント"ブロンブト 

コマンドブロ'ノブトを起觔できます。 


ペイント 

ベイントを起觔できます ◊ 


メモ帳 

メモ帳を起勅できます。 


コンピュータの官3里 

コンビュータの f 理を起勅できます。 


シス亍ム 

コンピュータのブロパティを確認でぎます。 


Windows ヘル ブとサボート 

Windows ヘルプとサボートを起勅できます。 



欠 


SMB 共有、 NFS 共有を菅理できます。 
FTP 共有を菅理できます。 

HTTP 共有を管理できます。 

NFS サーバー棟理できます。 

NFS の ID マッピングを確認できます0 


ファイルサーバーリソースマネージャ 


]穿麵 臓、拡張子制限崖兄確認等がで.きま 


イソデフクスのオブシヨV 

DFS の管理 

印別の管理 


ファイル桟索を高速化するためのインデックスを菅理できます。 
分敗ファイルシステムを菅理できます。 

ブリントサーパーを f 理できます。 


2. 左ツリーの[記憶域レポートの管理]を右クリックし、 [レポートを 今すぐ生成する]を選択します。 


良ファイルサーバーリソースマネージャ 


ファイル ( F ) 棵作 (« 表示( V )ヘルプ ( H ) 


♦峰^] | 园 | Q [h 


5 ,ファイルサ-パーリソースマネ-ジゃ（口-カル) 

田^ 3 クォ'- 5 の音理 
田逆ファイルスクリーンの管理 


記馆域レポ'- 


I レポ w トタ. • 


1 新しいレポートのタスクのスケジュール⑸... 

レ术一卜勺ス勹用のしポー km 自加卜肖||除(幻… 


レポートを今すく"生成する⑹ .. 


最 IWILS 滅 rv 


表示( V ) 

► 

ヘルブ ( H ) 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3. [記憶域レポートタスクの プロパティ ] 画面でレポートと形式を選択し、[追綱ボタンをクリック 
します。 



4. [フォルダの参照]画面でフォルダを設定し、 [0 K ] ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


5. [配信]タブを開いてレポートの送信先アドレスを指定し、 [0 K ] ボタンをクリックします。[オプシ 
ヨンの構成]で管理者のアドレスを設定している場合は [Admin Email ] で管理者にレポートが送信 
されます。 



6. [記憶域レポートの生成]画面が表示されますので、表示方法を選択して [ OK ] ボタンをクリックし 
ます。 


r パ位域レボートの生成 


現在、纪惟域レ术—吣ゼゥトを生成サ各:と嫂択していまサ。レボー HD 
樣绅ゃ瞄される利ユ-ムやフォ W によって、こ舰现瓜敗分かか挪 
在があります 0 

ど⑽こ依行します力 Y ? 

タレ术一卜が生^れ、表示？ n ⑽を持 0® 

充了した沏装でサく 1こレポ'-卜を参照する埸合<：<釔のオブシ心を退 
択して傲い， 

^パク W ラウンドで•レポート姓成？が E ) 

f 妻で保?？ 1/こレポートまた反子メり UD レポートを#明•する場合に 
if こ ( M ブシヨンを通択してく叔、 

0K 
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3.3 複数サーバーの共有フォルダを統合する 

DFS 名前空間を使用すると、複数のサーバーに分散している共有フォルダを一台のサーバー配下に統合す 
ることができます。 

これにより、ユーザーはどのサーバーにどの共有フォルダが存在しているかを意識する必要がなくなり、 
共有フォルダにアクセスしたい場合は、一台のサーバーにのみアクセスすることですベての共有フォルダ 
を参照することができるようになります。 

ここでは、ワークグループ環境において、以下の設定内容で DFS を構築する手順について説明します。 

この手順により、実際にはサーバー名： FILESV1 に存在している総務部のフォルダ （¥soumu ) と、サー 
パー名： FILESV2 に存在している営業部のフォルダ （¥eigyo) を、サーバー名： FILESV1 の Root フォ 
ルダ配下に見せることが可能になります。 

ドメイン環境の場合や DFS レプリケーシヨンを使用する場合は【 管理者 ガイド（詳細編） 3.5 複数サー 
パーの共有フォルダを統合する （DFS)】 を参照してください。 


設定項目 

設定内容 

名前空間サーバー 

FILESV1 

ターゲットとなるサーバー 

FILESV2 

名前空間(ルート） 

Root 

名前空間の種類 

スタンドアロンの名前空間 

フォルダ 

soumu 

フォルダ 

eigyo 

フォルダターゲット 

¥¥FILESV1¥soumu 

フォルダターゲット 

¥¥FILESV2¥eigyo 
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【事前準備】フォルダターゲットとして、サーバーに共有フォルダを作成します。 

共有フォルダの作成に関しては、本書の 【 2.1 共有を作成す る 】を参照してください。 

【手順】 

1. 名前空間を作成する 

2. 名前空間にフォルダとフォルダターゲットを作成する 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3.3.1 名前空間を作成する 

1. 管理者メニューの [ DFS の管理]をクリックします。 


I々管理者メニ：^ 


-ini xj 


全般 

の 

エクスプローラ 

エクスプローラを起觔できます。 

コマンドブロンブト 

コマンドブロンブトを起觔できます。 

ペイント 

ベイントを起動できます。 

メモ 帳 

メモ帳を起觔できます。 

コンピュータの 管理 

コンビュータの f 理を起勅できます。 

システム 

コンビュータのブロパティを確認でぎます。 

Windows ヘルプとサボート 

Windows ヘルプとサボートを起勅できます。 

役割/機能 

り 

共有と 記 憤域の管理 

SMB 共有、 NFS 共有を管理できます。 

DS6.0 マネージャ 

FTP 共有を菅理できます。 

HS7 0 マネー フャ 

HTTP 共有を管理できます。 

NFS 用サービス 

NFS サーバーを菅理できます。 

ADSIX ディタ 

NFS の] D マッピングを確認できます。 

ファイルサーバーリソースマネージャ 

記憶域の 容量 制限、拡張子制限、 使用 状況確認等ができま 
す。 

) オプション 

ファイル栈索を高速化するためのインデックスを菅理できます。 


分敗ファイルシステムを菅理できます。 


ブリントサーパーを f 理できます。 




2. [名前空間]を右クリックし、[新しい名前空間]をクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3. [新しい名前空間ウイザード]画面が起動します。 [ ステップ： 名前空間サーバー]で下記設定内容を 
入力し、[次へ]ボタンをクリックします。 


設定項目 

設定内容 

サ 1 — ノく ’一 

FILESV 1 



4. 以下のように[警告]画面が表示されることがあります。[はい]ボタンをクリックします。 


普告 




▲ 


このサ勺卜上で分散ファイルシステムサービスが実行されていません。 
サ-ビスの閉始状態を自勒(こ設定して、 P 月始しますか 7 


はい ( V ) ] いいえ ( N ) 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


5. [ ステップ： 名前空間の名前と設定]画面が表示されます。下記設定内容を入力し、 [ 次へ ] ボタンを 
クリックします。 


設定項目 

設定内容 

名前 

Root 
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6. [ステップ： 名前空間の種類]画面が表示されます。下記設定内容を指定し、 [次へ] ボタンをクリッ 
クします。 


設定項目 

設定内容 

名前空間の種類 

スタン ドア ロンの 名前空間 
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7. [ステップ： 設定の確認と名前空間の作成]画面が表示されます。設定内容を確認し、[作成]ボタン 
をクリックします。 



8. [確認]画面が表示されます。[閉じる]ボタンをクリックします。 


_ 新し〇名前空囿ウイザード 


確認 

ぶ 

スわブ： 

名前空間サ W 卜 
名前空間の名前と設定 
名前空間の種類 
設定の確謬と名前空間の作成 

確 3 


❼ 新しい名前空間ウイザ-ドを正常に完了しました。 



[ 閉じる ( Q ) ] 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3.3.2 名前空間にフォルダとフォルダターゲットを作成する 

1.[DFS の管理]画面の左ッリーで、[名前空間】— [¥¥ サーバー名¥ルート名]を右クリックして[新し 
いフォルダ]を選択します。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


2. [新しい フォルダ] 画面が表示されます。下記設定内容を入力し、[追加]ボタンをクリックします。 


設定項目 

設定内容 

名前 

soumu 





3. [フォルダ ターゲットを追加]画面が表示されますので、下記設定内容を入力し、 [0K] ボタンをク 
リックします。 


設定項目 

設定内容 

フォルダターゲット への パス 

¥¥FILESV1¥soumu 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


4. [新しい フォルダ] 画面に戻りますので、 フォルダ ターゲット欄に指定したパスが表示されているこ 
とを確認し、 [OK] ボタンをクリックします。 



5. 手順3以降と同様の手順で、名前を eigyo としてもう一つフォルダを作成し、フォルダターゲット 
を ¥¥FILESV2¥eigyo としてフォルダターゲットを追加します。 
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3.4 ディスクスペースを有効活用する 


SIS (Single Instance Storage) を有効にすると、同ーボリューム内の同じファイルが一元管理され、その 
結果、ディスクスペースを有効に活用することができます。 

例えば、同ーボリューム内の異なる 3 つのフォルダ配下に 100 MB の同一内容のファイルがある場合、 
通常は 100 MB X 3 で 300 MB のディスクスペースを必要としますが、 SIS を有効にすると、 3 つのフ 
ァイルが 1 つにまとめられて、必要なディスクスペースは 100 MB 十数 KB (管理用の領域）となり、 
約 200 MB の節約が可能です。 

【条件 】 SIS の対象ボリュームは下記の項目を満たしている必要があります。 

• システムボリュームではない。 

.NTFS ファイルシステムである。 


/ [ 注意】 



じファ\ 


ファイル名やファイル日付が異なっていても、内容が同一であれば、同 
イルとみなします。 

SIS を有効にしているボリュームに対しては、ディスククォータ機能およびフ 
ァイルサーバーリソース マネージャの クォータ機能を設定しないでください。 
また、上記以外の機能 • ソフトウェアでも、何らかの影響が出る可能性があり 
ます。 SIS をご利用になる場合は、他のソフトウェア（バックアップソフトウ 
ェア、アンチウイルスソフトウェアなど） との 複合的な動作確認を充分に行っ 
た上で、使用してください。 

本機能は NS500 系のモデルでのみご利用になれます。 
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ここでは、 K: ボリュームで SIS を有効にする手順について説明します。 

1. 管理者メニューの[コマンドプロンプト]を クリックします。 

2. sisadmin/iK: と入力して enter キーを押下します。 


应 管理者： コマンドブ□ンブ ト - cmd - cmd 


C：¥>sisadmin /i K ： 

SIS はボリューム ’ K :’ 上で初期化されています。 

Groveler サーヒ女去再聞しています 


C :¥>_ 



SIS の設定の詳細については 【 管理者 ガイド（詳細編） 3.6 ディスクスペースを有効活用す る 】 を参照し 
てください。 
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4 iStorage NS を運用する 


♦ データ/システムを保護する 

バックアップ、共有フォルダのシャドウコピー、システムの設定情報の保存など、データたンス 
テムの保護について簡単に説明します 

♦ データ/システムを復旧する 

パックアップ、共有フォルダのシャドウコピー、バックアップ DVD を使用した 0S リカバリと 
保存した設定情報に基づくシステム復旧について説明します 

♦ 簡易的に性能をチューニングする 

デフラグの実行など、パフォーマンスを向上させる簡単な方法について記載します 

♦ システムを監視する 

ESMPRO/ServerManager、ESMPRO/Agent の概要を説明します 

♦ 障害を未然に防止する 

修正 モジュールの 適用に ついて 概要を説明します 
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4.1 データ/システムを保護する 

データは様々な要因で失われます。失う要因としては、ウイルスなどによる 0S 破壊やハードウェア破損、 
またはユーザー自身が誤って削除した場合、間違った情報を書き込んでしまうことが挙げられ、100%防止 
することはできません。そのため、データのバックアップは欠かせません。 

4.1.1 バックアップソフトウェアを使用する 

定期的に本体のハードディスクドライブ内の大切なデータをバックアップすることをお勧めします。最適 
なバックアップ用ストレージデバイスやバックアップソフトウェアについてはお買い求めの販売店にお問 
い合わせください。 


- ^ 

【注意】バックアップソフトウエアの中で利用できないオプシヨン製品もあるため、動作 

要件をご確認ください。 

I j 


85 









iStorage NS を運用する 


4.1.2 シャドウコピーを使用する 


シャドウコピーを 使用すると、誤って削除したデータや修正したデータを、共有にアクセスしている ユー 
ザー自身が、ある時点のデータに戻すことができます。 




V 


シャドウコピーはパックアップソフトウェアの代わりになる物ではありません。 
シャドウコピーとは別に、バックアップソフトウ：!:アによるバックアップを必ず 
実施してください。 

シャ ドウコピーを作成するボリュームでデフラグを行う場合は、ボリューム作成 
時にアロケー シヨンユニット サイズを 16KB 以上に設定しておく必要があります。 


% 


ノ 


ここでは以下の設定内容でシャドウコピーを設定する手順について説明します。 


設定項目 

設定内容 

設定ボリューム（ドライブ文字） 

ボリューム （G:) 

スケジユ'ール 

月火水木金の AM5:00 


1. 管理者メニューより [エクスプローラ] を起動します。 
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iStorage NS を運用する 


2. [コンピュータ] 


[ボリューム (G:)] を右クリックし、[シャドウコピーの構成]を選択します。 


1 

一 >1 

▼ コンビユ-夕 ▼ ポリ: 1- ム （ G :) 

整理 t 

_表示 ▼ 


日 K デスクトップ 
|±) |Qj administrator 
Elii パブリック 
日 3馨 コンピュータ 
田 d フロッビ'-ディスクド 
田I 〇-カルディスク （C: 
田占 DVD ドライブ （DO 
田〇ボリューム （E:) 
test (F:) 

田 

田〇ボリュー Z 
田^ボリュー2 
田〇ボリュー2 
0 fi* ネットワーと 
El 國コント□づ 
S ごみ箱 


展圃 (A) 


以前のパ'-ジョンの值元(V) 
スプロう(>0 
閉《0) 


共有 (H)... 


シャドウ ] ピ'■の橘成⑽… 


Ofl 


フォーマツ KA ).._ 


コピー⑹ 


名前©変更 (M) 


新規作成 (W) 


プロパティ⑻ 
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3. [ボリュームの選択]で [ G:¥] を選択し、[設定]ボタンをクリックします。 



4. 下記画面より、 [スケジュール] ボタンをクリックします。 
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iStorage NS を運用する 


5. [新規]をクリックし、スケジュールに下記設定内容を指定し、 [0K] ボタンをクリックします。 


設定内容 

設定項目 

タスクスケジュール 

週単位 

開始時刻 

5:00 

間隔 

1 

タスクスケジュール 

月火水木金のチェックを有効にする 
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iStorage NS を運用する 


6. [OK] ボタンをクリックします。 



シャドウ コピーの 詳細に ついては 【管理者 ガイド（詳細編） 3.1 シャドウ コピー】 を参照してください。 


90 


























iStorage NS を運用する 


4.1.3 設定内容を控える 

パックアップソフトウェアでも復旧ができない場合は、バックアップ DVD を使用してシステムを再イン 
ストールする必要があります。この場合、システムの設定内容が必要になりますので、必ずシステムの設 
定内容を控えてください 
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4.2 データ/システムを復旧する 

ディスク破損によってデータやシステム異常が発生した場合や、データを誤って削除した場合は、事前に 
作成していたパックアップやシャドウコピーから復旧します。 

4.2.1 バックアップから復旧する 

事前にバックアップソフトウエアで作成していたデータから復旧します。 

復旧手順は各パックアップソフトウエアのマニュアルを参照してください。 
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4.2.2 シャドウコピーから復旧する 

共有フォルダ内のデータをユーザーが誤って削除してしまった場合や誤って書き換えた場合は作成してい 
たシャドウコピーから復旧することができます。 

ここでは、 ユーザーが 誤って書き換えてしまったファイルを最新のシャ ドウコピーから 復旧する手順を説 
明します。復旧するファイルは、ネットワークドライブ Z : 配下の Z:¥docs¥ 報告書¥2007年12月. doc と 
します。 

1. クライアント PC より、 [エクスプローラ] を起動します。 

2. Z:¥docs¥ 報告書¥2007年12月 .doc を右クリックし、 [プロパティ] を選択します。 
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iStorage NS を運用する 


3. [以前の バージョン] タブを開き、 [ファイルのバージョン] から、[時刻] が 最新の [2007 年12月. doc ] 
を選択して[復元]ボタンをタリックします。 



4. 以下の画面が表示されますので[はい]ボタンをクリックします。 



5. 以下の画面が表示されますので [0 K ] ボタンをクリックします。 



シャドウコピーの詳細に ついては、 【管理者 ガイド（詳細編） 3.1 シャドウ コピー】を参照してください。 
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iStorage NS を運用する 


4.2.3 システムを復旧する 

システムクラッシュや障害などでシステムが使用できなくなつた場合は、システムを再インストールする 
必要があります。バックアップアップ DVD からシステムを再インストールし、事前に控えておいたシス 
テムの設定情報を使用しシステムを元の状態に復旧してください。 

なお、バックアップ DVD からの再インストールについては、装置付属のユーザーズガイドをご確認くだ 
さい。 
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iStorage NS を運用する 


4.3 簡易的に性能をチューニングする 

I / O 負荷の影響で、システムのレスポンスが低下することや様々なトラブルが起こる可能性があります。 
以下に iStorage NS において l /〇性能を向上させる一般的な方法について説明します。 


4.3.1 デフラグを実施する 

フラグメント（ファイルの断片化）が発生していると、 I / O 負荷が増大します。フラグメントの状況を定 
期的に確認し、必要な場合はディスクデフラグ（ディスクの最適化）を実行してください。 






【注意】ユーザーボリュームにシャドウコピーを作成し、さらにデフラグを行う場合は、ボリ 
ューム作成時にアロケーションユニットサイズを 16 KB 以上にする必要があります。 


4.3.2 DAC キャッシュを有効にする 

DAC (ディスクアレイコントローラ）のキャッシュを 有効にすると、書き込みデータが DAC 上の メモリ 
に キャッシュ された時点で 0 S へ書き込み完了が通知されるため、書き込み時間を短縮することができま 
す 。 DAC キャッシュの 設定方法については、各 DAC ボードのマニュアルを 参照してください。 

f ~^ 

【注意】 • DAC キャッシュを有効にする場合は UPS に接続することをお奨めします。 

• DAC キャッシュを有効にする場合は DAC にバッテリーが接続されている必要 
があります。 

4.3.3 LAN アダプタをチーミングする 

LAN アダプタをチーミング （ ALB ) することで、サーバーからの送信速度を向上させることができます。 
チーミングの設定方法については、ユーザーズガイドや LAN アダプタの マニュアルを 参照してください。 
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iStorage NS を運用する 


4.3.4 資源を増強する 

1台のサーバーにアクセスが集中すると、これまでのチューニングを行っても改善しない場合があります。 
このような場合は、ボトルネックとなっている部分を特定してその資源を増強します。例えば、常にメモ 
リ使用量が大きい場合や、仮想メモリへのスワップが発生している場合は、メモリを増設します。また、 
常に CPU 使用率が高い場合、 CPU 増設が可能な装置では CPU を増設します。 

ボトルネック箇所の切り分けやハードウェアの増設が困難な場合などには、サーバー自体を増設して負荷 
を分散させることも有効な手段です。 (DFS を利用すればサーバー名の共通化が図れて便利です。） 


4.4 システムを監視する 

NEC では、サーバー運用を支援するために ESMPRO を同梱しています。 

ここでは ESMPRO について説明します。 

ESMPRO/ServerManager、ESMPRO/ServerAgent を使用したサーバー管理では、1台のシステム管理用 
PC (マネージャ）のもとで、ネットワーク上のすべてのサーバー情報、 SCSI 機器接続状況、ディスクア 
レイ状況を一括管理することができます。また、障害につながる異常を自動的に検知し、システム管理者 
に通報します。障害発生時には、障害箇所や障害内容、対処方法などをリアルタイムに表示でき迅速な対 
応を支援します。さらに CPU 負荷やメモリ使用率などのサーバーの稼働状況管理も充実しています。 

ESMPRO/ServerManager, ESMPRO/ServerAaent の詳細についてはユーザーズガイドを参照してくださ 
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iStorage NS を運用する 


4.5 障害を未然に防止する 

サーバーを常に最新の状態にしておくことは、既知の問題や予期せぬ問題を未然に防ぐために有効な手段 
です。ここでは、サーバーを最新の状態にする方法に ついて 説明します。 

4.5.1 セキュリティパッチの適用 

Windows Update を使用してセキュリティパッチを適用することで、外部からの不正アクセスや不正処理 
を防止することができます。なお、 Windows Update は、管理者 メニューの [構成] の [Windows Update] 

をタリックすると起動します。 

4.5.2 0 S のサービスパックの適用 

iStorage NS シリーズには、 マイクロ ソフト社が提供す るサービスパックを 適用す る ことができますが、 
お客様に安心して適用頂くために、 iStorage NS シリーズのサポート情報 

(http://support.express.nec.co.jp/istorage/) や PP • サポートサービスのホームページにて、手順や留意事 
項をご案内いたします。今後、サービスパックを適用される場合は、手順や留意事項をご確認の上、適用 
してください。 

なお、サービスパックは Windows Update でも提供されますので、不用意に適用されないようご注意くだ 
さい。ただし、お客様が使用許諾契約書に同意するまでは、サービスパックが g 動的にインストールされ 
ることはありません。インストールを行わない場合は、"インストールしない"を選択してください。 
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iStorage NS を運用する 


4.5.3 修正モジュールの適用 

pp •サポートサービスのホームページでは、最新のサービスパックに含まれていない os の修正モジュ 
ールや iStorage NS 固有の修正モジュールを公開しており、ダウンロードが可能です。また 、 PP . サポー 
トサービスご契約のお客様へは、修正モジュールの公開に合わせてメールでご案内を差し上げます。 

なお 、 PP . サポートサービスは有償のサービスであり、ご契約頂く必要があります。 PP . サポートサービ 
スにつきましては、 

http :// www . nec . co . ip / service / support / pp / index.html (2010 年9月10日現在） 

を参照してください。 
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iStorage NS のその他の使い方 


5 iStorage NS のその他の使い方 


♦ ネットワーク上のプリンタを使う 

ネットワーク内のプリンタを使用して印刷を行います 
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〖Storage NS のその他の使い方 


5.1 ネットワーク上のプリンタを使う 

ネットワーク内のプリンタを使用して印刷を行います。 

詳細は【管理者 ガイド（詳細編） 5.1 ネットワーク上のプリンタを 使う】を参照してください。 
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困ったときは 


6困ったときは 


♦ トラブルシューテイング 

iStorage NS を運用する上で問題が発生した場合に役立つ情報を記載しています 

♦ FAQ 

問い合わせの多い質問とその回答を記載しています 

♦ 保守サービス（ソフトウェア関連）のご案内 

iStorage NS の保守サービスの概要を記載しています 

♦ 障害時の問い合わせ方法 

障害時に採取していただきたい情報および採取方法について記載しています 
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困ったときは 


6.1 トラブルシューテイング 


運用時の問題 

1. ネットワークアクセスが遅い 

2. Windows クライアントからの接続が正常にできない 

3. UNIX ンライァ：卜にて、 一.'.丫 丨ルの書き込みが行なえない 

4. UNIX '，ライ丁：丨'にて' NFS 共有…す/レダて Is コマ：. ドを 実 .. :すると' … ，て， l ダや マ、' r ルの 

所有者が nobody と表示される 

5. UNIX ノラ f 丁：」' よ“ NFS •有… ， 'r ルゲに v ソスする L 、 —Permission denied が返却ごれる 
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困ったときは 


運用時の問題 


ドットワークアクセスが遅い 


ネットワーク上に負荷がかかって、通信が非常に遅くなっている可能性があります。 
ESMPRO/ServerAgent のネットワーク監視でネットワークの状況を確認してください。 


Windows クライアントからの接続が正常にできない 


SMB 共有は、共有レベルのアクセス権とファイルシステムレベルのアクセス権で制御されており、 
より厳しいアクセス権が有効になります。それぞれのアクセス権の設定を確認してください。 



ID マッ ビングに対象ユーザーが存在していない可能性があります。 
ID マッピング情報をご確認ください。 


UNIX クライアントより NFS 共有フォルダにアクセスすると 、 Permission denied が返却される 


NFS 共有にアクセス権が存在していない。もしくは、アクセスしているユーザーが旧マッピングに 
存在していない可能性があります。 

NFS 共有のアクセス権および、旧マッピング情報をご確認ください。 
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困ったときは 


6.2 FAQ 

以下によくある問い合わせを記載します 。 PP •サボートサービスのホームページでも、[サポート FAQ ] に 
て随時公開していますので、こちらもご覧ください。 

1 . iStorage NS シリーズをドメインコントローラとして使用することはできますか？ 

2. ディスククォータとフォルダ単位のクォータを同時に設定しても問題ありませんか？ 

3. 不用意にアクセスされないよう、クライアントのネットワークコンピュータ上に iStorage NS シリ 

-ズのコンピュ 1 —夕名を表示し方法 f 4 あります力、？. 
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困ったときは 


iStorage NS シリーズをドメインコントローラとして使用することはできますか？ 


ドメインコントローラに する ことはでき ません。 ドメインのメンバサーバーとして 使用する ことは 可能 
です。 


ディスククォータと（フォルダ単位の）クォータを同時に設定しても問題ありませんか？ 


ディスククォータと（フォルダ単位の）クォータはそれぞれ別の機能ですので、同時に設定しても問題 
ございません。 


不用意にアクセスされないよう、クライアントのネットワークコンピュータ上に iStorage NS シリ 
ーズのコンピュータ名を表示しない方法はありますか？ 


表示させたくない iStorage NS シリーズのコマンドプロンプトで以下のコマンドを実行してください。 

net config server / hidden:yes 
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困ったときは 


6.3 保守サービス（ソフトウエア関連）のご案内 

6.3.1 PP •サポートサービス 

設定方法や障害に関するお問い合わせは、 pp •サポートサービスにて受付けています。 

PP •サポートサービスとは、お客様にご購入頂いた iStorageNS シリーズ上の PP (プログラム.プロダ 
クト）を、長く安心してお使い頂くためにご用意した有償のサービスです。 

PP •サポートサービスには以下のサービスがあります。ご契約については、販売店などにご確認くださ 
ぃ〇 


. レスポンスサービス 

お客様がご契約されたソフトウェアに関して、各種サポートが受けられます。電話でのお問 
い合わせ/ E-Mail でのお問い合わせ /FAX でのお問い合わせを行うことができます。 

• ライセンスサービス 

契約された製品の無償パージョンアップのお申し込み、無償リビジョンアップモジュールの 
ダウンロードサービスを提供いたします。なお、 iStorageNS シリーズの PP •サポートサー 
ビスでは、バージョンアップサービスは提供しておりません。 

• インフォメーションサービス 

ご契約頂いたお客様に、ソフトウェアに関する最新情報および、各種サービスを Web サイ 
卜より提供いたします（サービス内容：修正モジュールのダウンロード/ FAQ の閲覧)。 
さらに、ソフトウェアに関する情報を E-Mail で定期的に配信いたします。 

PP . サポートサービスご案内のサイト 

http://www.nec.co.jp/service/support/pp/index.html (2010 年 9 月 10 日現在） 
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困ったときは 


r 


【注意 】 iStorage NS シリーズの PP • サボートサービスにおけるサボート範囲は、以下です。 




また、追加購入されたオプションソフトウエアについては、各ソフトウエアの PP • 
サポートサー ビスへの ご契約が必要となります。 


• 〇 S 


• ESMPR 〇 / ServerManager 、 ESMPRO/ServerAgent 

V_ 


ノ 


6.3.2 プラットフオ'ームサポ'ート 

プラットフォームサポートは、ハードウェアの障害復旧と os 等の問い合わせ対応や修正モジュール提供 
に加え、ドライバの再設定、 0 S 搭載ディスクの復旧支援まで、ワンストップ（一括）で対応するサポート 
サービスです。詳細は、下記の Web サイトをご覧ください。 

http :// www . nec . co . ip / service / support / pfsupport / index.html (2010 年9月10日現在） 
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6.4 障害時の問い合わせ方法 

障害に関して問い合わせいただく際は、障害の内容に関係なく、以下の情報を添えて、 pp •サボートサー 
ビスへ問い合わせてください。 

• 障害発生日時 
• 障害内容 
• システム構成 

• iStorage NS の主な使用方法 
• 再現手順 

• Collect ログ 

また、 STOP エラーやストールの場合は、メモリダンプも合わせて採取願います。 
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6.4.1 メモリダンプの出力 

STOP エラーの場合は、自動的にメモリダンプが作成されます。また、ストールの場合は、ダンプスイッ 
チ（装置に添付されたユーザーズガイトを参照願います。）を押下することでメモリダンプが作成されます。 

メモリダンプはデフォルトでは、 C :¥ windows フォルダ配下に MEMORY . DMP のファイル名で作成されて 
います。設定変更をされている場合は、以下の手順で格納場所をご確認ください。 

1. 管理者メニューの[システム]をクリックします。 

2. 左ペインより[システムの詳細設定]をクリックし、[システムプロパティ]より[詳細設定]タブを 
クリックします。 



コンビュータ®基本的な牾報®表示 

Windows Edition - 

Windows ® Storage Server Standard 

Copyright © 2007 Microsoft Corporation . All rights reserved . 

Service Pack 2 


タスク 

'<•< デパイスマネー:)•ゃ⑽ 
«リモ-卜の設定 ( B ) 

•] システム ( D 詳細設定 ( B ) 


システム 
ブ□セッサ： 

メモリ ( RAM )： 
システムの種類: 


InteKFO Xeon ( F 0 CPU E 55 

400 GB 

64 ビットオペレーテインク’システム 
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3. [ システムプロパティ ] より[詳細設定]タブを選択し、[起動と回復]の[設定]ボタンをクリックし 
ます。 
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困ったときは 


4. [システム エラー] の[ダンプファイル] にメモリ ダンプの 出力先が表示されます。 
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困ったときは 


6.4.2 Collect ログの採取方法 

Collect ログは以下の手順で採取します。 


1. リモートデスクトップ/直接のどちらからでも構いませんので、 iStorageNS にログオンします。 

2. エクスプローラを 起動して、以下の パスに 移動します。 

C :¥ ESM¥tool 

3. 上記フォルダ内にある、 collect . exe を実行します。 

コマンドプロンプトが起動し、ログ採取が実行されます。 

数分経つと、ログ採取が終了してコマンドプロンプトが閉じられます。 

4. コマンドプロンプトが閉じると、 

C :¥ ESM¥tool 

配下に ¥ log フォルダが作成され、その中に各種ログが作成されます。 

¥ log フォルダごと採取し、圧縮して送付してください。 


【注意】 C :¥ ESM 配下にも ¥ log フォルダが存在しています。 

今回採取いただきたいのは、 C :¥ ESM ¥ tool ¥ loq ですので、お間違えのないようお願い 
いたします。 

V J 


113 










